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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、消費者参加型新製品開発プロセスにおける消費者行動と、そのプロセスを通じて開
発された製品の成果を理論的・実証的に明らかにすることを目的とする。その成果としては、
（1）多様な消費者のアイデアが複合的に組み合わさることで、製品の成果につながること、（2）
アイデアが採用された消費者が必ずしも購買につながらず、アイデアが採用されなかった消費
者が購買につながっていることなどが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is theoretical and empirical researches about the 
relationship between the result of Crowdsourcing and the consumer behavior. As the 
findings,  (1) the idea of diversity of consumers compositely generated the result of 
high performance, (2) the consumers that ideas were adopted did not necessarily 
purchase, and the consumers that ideas was not adopted might lead to the purchasing. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、消費者参加型新製品開発が台頭し開
発成果も現れ、先駆的な研究が行われている。 
ここで言う｢消費者参加型新製品開発｣とは、
ウェッブを活用し、企業や消費者、消費者間
の創発的なコミュニケーションを通じて、製
品開発・テスト・普及が行われる製品開発の
手法である。 
 こうした消費者参加型新製品開発の学術
的背景は、von Hippel（1976）による産業材
におけるユーザー・イノベーション研究を出
発点とする。その後、彼を中心に消費財に拡
張し研究蓄積が行われ、近年、消費者参加型
新製品開発研究に発展してきた（例えば、
Franke and Shah 2003, 小川 2002）。 
 だが、こうした消費者参加型新製品開発研
究に関する先駆的な研究は行われてはいる
ものの、研究蓄積も少ない上に、理論的実証
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的研究はほとんどない萌芽的な段階であっ
た。こうした中、Frank らにより、スポーツ
用品に関して、ユーザーである消費者特性と
開発成果との関係を明らかにする実証研究
が行われてきた（Franke,von Hippel and 
Schreier 2006）。だが、そこでは、消費者参
加型新製品開発プロセスにおける消費者行
動、さらには消費者行動と開発成果の関係に
ついては議論されていない。 
 一方、他分野の消費者行動研究では、ウェ
ッブにおける消費者行動が研究されている。
そこでは、ウェッブ上の参加・閲覧・クチコ
ミ行為などの消費者行動に関して、理論的実
証的研究が行われている（例えば、池田 1997）。
あるいは、ウェッブ上の消費者行動を調査す
る定性的方法論の開発も行われてきた
（Kozines 2002）。だが、ユーザー・イノベ
ーション研究に対して、こうした他分野の理
論的知見は充分に活かしきれていない。 
 こうした中、研究代表者は、消費者参加型
新製品開発において一定の開発成果が現れ
ているにもかかわらず、そのプロセスに参加
した消費者が購入につながっていないとい
う問題に着目し（西川 2002; 2003）、概念モ
デルを構築し定量的分析を行なってきた（西
川 2004; 2005）。 
 その結果、第１に消費者参加型新製品開発
が、製品に対する消費者の認知や態度に正の
影響を与えておりプロモーション効果を生
み出していること、第２に消費者参加型新製
品開発における消費者の参加／閲覧行為の
程度により認知・態度形成のプロセスが異な
るということを実証した。  
 こうした研究成果を発展させ、研究代表者
は、ネットコミュニティの事例研究やその消
費者行動の一般化（西川 2006 ; 西川･日高
2006; 西川･吉田 2006）、伝統的新製品開発
手法による製品群の売上実績との比較分析
による消費者参加型新製品開発手法の優位
性の実証（小川・西川 2006）、そして、開発
成果の目的と製品開発手法との適合の重要
性を指摘してきた西川 2006）。こうした研究
を通じて、消費者行動と開発成果との関係を
射程に入れた研究への拡張を考えるに至っ
た。 
 本研究は、こうした研究代表者の成果を発
展させ精緻化するものであり、ユーザー・イ
ノベーション研究とウェッブにおける消費
者行動研究、いずれに対しても、独創的かつ
特色のある研究であり、両者の接合点となる
理論的・実証的研究と位置づけられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、消費者参加型新製品開発プロセ
スにおける消費者行動と、そのプロセスを通
じて開発された製品の成果を理論的・実証的
に明らかにすることを目的とする。 
 そこで本研究では、こうした問題意識を出
発点とし、以下の４点を、その具体的な目的
とした。 
（1）ユーザー・イノベーション研究や、ウ
ェッブにおける消費者行動研究に関する国
内外の最新の文献を渉猟し、さらに社会学・
心理学・統計学など社会科学の基礎分野の研
究動向にも目を配り方法論の整理を行い、こ
れらの理論的知見を融合し、概念モデルの開
発を行う。 
（2）先行研究による概念モデルの枠組みを
援用しつつ、先駆的な事例における企業およ
び関係する消費者の定性的データを入手し、
現実的妥当性のある概念モデルに精緻化す
る。 
（3）消費者参加型新製品開発プロセスを実
践する企業の協力により、定量的データをも
とに概念モデルを検証する。 
（4）概念モデルを元に、調査協力者へのフ
ィードバックを通じて、概念モデルの考察を
行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法としては、まず理論研究を行
い、探索的仮説を設定し、そして定性的研究
を通して再設定し、定量的研究を通して仮説
の検証を行ってきた。具体的には、以下の通
りである。 
（1）理論研究としては、ユーザー・イノベ
ーション研究およびウェッブにおける消費
者行動研究を中心に、それらの周辺の先行研
究に関しても探索やレビューを行い、それら
の研究の知見を接合しつつ、消費者参加型新
製品開発における消費者行動と開発成果と
の関係について、先行研究を元に探索的仮説
としての概念モデルを明らかにしてきた。 
 その中心に、ミシガン大学教授で複雑系、
政治科学、経済学を専攻するスコット・ペイ
ジによる研究がある（Page 2007）。彼は、群
衆のもつ「多様性」に着目し、多様性がもた
らす有効性について数理的な理論を構築す
ることにより、消費者参加型新製品開発にお
いて有効性が生まれるメカニズムを明らか
にした。彼の貢献は、統計物理学の計算手法
や、数学の道具立てである写像、集合などの
概念を、日常の意思決定を考える枠組みとし
て拡張したことにあたる。その結果、消費者
参加型新製品開発が有効性を発揮するメカ
ニズムの概念モデルが見いだされた。 
（2）定性的研究としては、Page（2007）に
よる概念モデルの枠組みを援用しつつ、消費
者参加型新製品開発プロセスを継続的に実
践し、すでに４０近くのプロジェクトで消費
者参加型の新商品を発売してきた企業であ
る「良品計画（無印良品）」を取り上げ、複
数の担当者にインタビュー調査を実施し考
察してきた。それらを通して、消費者行動と
  
開発成果との関係の概念モデルの精緻化を
行ってきた。 
（3）定量的研究としては、先の「良品計画」
の協力により、同社の消費者参加型新製品開
発により生み出された「壁棚」（壁に取り付
ける棚）の開発プロセスを取りあげ、それま
でに精緻化してきた概念モデルについて検
証を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果としては、次の３点が挙げら
れる。 
（1）消費者参加型新製品開発の各プロセス
において、多様な消費者のアイデアが複合的
に組み合わさることで、製品の成果につなが
っていることが明らかになった。こうした複
合的な創造プロセスの発見は、Page（2007）
などの先行研究では充分に明らかになって
いない点であった。 
 具体的に、無印良品の「壁棚」のデータを
確認する。｢壁棚｣の製品開発テーマは、｢壁
の利用｣であった。その始まりは、額縁やタ
ペストリー、部屋の間仕切りなど１１名のユ
ーザーのアイデア投稿から検討され、｢壁の
利用｣という製品開発テーマが決定された 。
無印良品はネットを通して、そのテーマでの
ユーザーへのアイデア募集を行った。その結
果、「壁に釘などの穴あけが不要なもので、
仕切り壁となるもの」、「フックで掛けたりあ
るいは置いたりと多様な設置方法が可能で、
小物をディスプレーできる棚」、「CDなどの小
物が置けて、壁に立て掛けて使うもの」「壁
に穴をあけずに、写真などが飾れる硬いシー
トのようなもの」といった多様なアイデアが
３１名のユーザーから寄せられた。こうした
複数のユーザーからのアイデアから、最終的
に商品化された「壁棚」だけでなく、「ウォ
ールディングウォール」、「立掛けウォール」
などの商品コンセプトが複合的に生まれて
いった（図１参照）。 
 
＜図１ 壁棚のアイデア創造の一部＞ 
（出所：著者作成） 
 
（2）消費者参加型新製品開発の各プロセス
における消費者の行動と、購買との関係を明
らかにすることができた。まずは、プロセス
が進むにつれ，参加者が増加していくことが
みられた。されに、ユーザー・イノベーショ
ンの先行研究においての前提を疑う結果が
発見できた。ユーザー・イノベーション研究
では、アイデアが採用された消費者が購買に
つながることが、そもそもの暗黙の前提とし
て考えられていた。だが、そのことは、必ず
しも見られる現象ではないということが分
かった。その一方、アイデアが採用されてい
ない消費者が購買につながっていることも
明らかになった。 
 具体的に、壁棚のユーザーの行動を確認す
る（図２参照）。まず、参加者数はアイデア
投稿段階の４２ 名からはじまり、予約段階
では２３８２ 名にまでと、プロセスを追う
ごとに増加していった。新規ユーザー数も同
様に、１０５ 名から２３２８ 名と増加して
いった。さらに特筆すべきは、投稿したアイ
デアや、投票したコンセプトあるいは仕様が
不採用でも、次のプロセスでも参加している
ことである。例えば，コンセプト投票案が不
採用だった４１名のうち１６名、つまり３
９％のユーザーが、次の仕様コンテストの投
票にも参加している。それは、コンセプト投
票案が採用だった６９名のうち１８名、つま
り２６％のユーザーしか、次の仕様コンテス
トの投票に参加していないことに比べても
高い割合である。 
 
＜図２ ユーザーの行動の一部＞ 
 
（出所：著者作成） 
 
（3）コミュニティ・マネジメントの重要性
が指摘できた点も成果である。単に、Page
（2007）のモデルがあれば、上手く行くとい
う訳でなく、企業が行うマネジメントが重要
であった。無印良品では、各プロセスにおけ
る消費者の行動が成果に上手くつながるよ
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うに、プロセスの公開方法や、意見の集約方
法など、企業がコミュニティのマネジメント
を実施していることが重要であることが明
らかになった。 
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